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セル ･オー トマ トン系の統計的性質

京大･理 相沢洋二,西川郁子

東大･教養 金子邦彦

空間格子点 i上で定義された離散的な変数 oiを考える. 時間発展が離散時間nで-唯的な

写像で決まる系を素朴なセル･オートマトン系と呼ぶ｡

oin'1-F(tojn')), (n′≦n, i,j- 1,2,- ,N )

中枢神経系の機能や形態形成のメタファー的モデルとして広い応用範囲を持っている｡ 最近で

は,複雑な非線形場のパターン運動の基本的性質を調べる上からもセル･オートマトン系の統

計現象に強い関心が向けられている｡

偏微分方程式に従う非線形場の振舞いと本質的に異る側面に注目すると,次のような事柄が

理論的にも重要であろうと考えられる｡

1. C･A系では本質的に離散量を扱っているので,可微分構造に立脚したこれまでの理論に代

- 113 -



研究会報告

って,代数構造の面から大域的現象を説明しなければならない｡

2. P.D.Eの系では,短波長のモードは熱的に安定なエネルギーのシンクになっているが,セ

ル ･オー トマトン系では格子間隔程度のモー ドも大域的パ ターンに大きな影響を及ぼす｡

3.差分方程式の一般的性質として,カオス的現象を容易に作 り出せる｡ しかし,このカオス

は線形の不安定性 しかもっていないので,リヤプノフ指数に代る新らしい特性量によって

測る必要がある｡

講演ではC･A系の統計現象,とくにソリトン乱流に注目して,以下の事をくわしく説明し

た｡

A.基本励起 (ソリトン,ブリーザー,キンク)

複合励起 (Giant-soliton,Giant-Breather)

B.基本励起の衝突過程

C.SensitiveDependenceと乱流化過程

D.定常乱流相

ソリトンの数が衝突によって増殖して,ついに乱流化 してゆく括像はこれまでにない乱流化の

タイプとして特に興味深いものと思われる｡
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